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グリッドシステムによるパターン展開 l と 2 において
は、グラデーションは接するパターンの境で濃度が変化
していなければならなかった。もし展開するパターンが

































図2.は、図 1.で出来た正方形パターンの聞に同寸法の デーションを与えることはもちろん可能である 。
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タ ー ンにおいても展開可能である。 青白磁造形における
極めて実験的な試みとして今後も継続したい。
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図9.縦方向の余白グラデーション





が出現した。 さらに余白図形による新たな 2 方向のグラ






図形が白いアウ ト ラインを持ち、パター ンと背景の関
余白のグラ
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図12. 完成したパタ ーンデザイン
1'!13. 青白磁幾何学文大皿 （部分）
✳︎青白磁グラデーションの交差と反転久保田厚子
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